
1 手術前

① 麻酔に関して 全身麻酔

【確認ポイント】

●呼吸器疾患の有無（気管支喘息･慢性閉塞性肺疾患など）

薬を一時期服用していた・・・

●循環器疾患の有無（虚血性心疾患･不整脈など）

●アレルギーの有無（食品･ハウスダスト･花粉症など）

●血縁者の全身麻酔による副作用反応の有無（※悪性高熱症など）

●専門の麻酔科医による管理

●気管支喘息

　に関しては、最も直近の発作症状が発症した日程を確認します。

☆麻酔管理上問題となる主な病気

風邪気味、喘息、高血圧、狭心症、心筋梗塞、不整脈、弁膜症、 

糖尿病、肝臓病、腎臓病、脳梗塞、肺疾患、神経疾患、アレルギーなど

●恐ら、く貧血によるであろう動悸が時々あるが大丈夫か

2 手術後

合併症：　尿管損傷、膀胱損傷、腸管損傷（１/1000人）

 　　　　　　感染、術後出血、癒着、腸閉塞、

●腸閉塞 食べ物や消化液などが小腸または大腸に留まる状態のことをいいます。

腸の内容物が停滞してさまざまな症状をひき起こします。

●癒着等の影響

●尿もれ 膀胱に影響   排尿障害  手術の時に神経組織を触るため、

傷付けてしまうことがあるからだそうです

●術後の体調管理 運動量

車の運転

食事

3 その他

●入院期間

●自宅療養期間


